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成田市環境基本計画の見直しについて 

Ⅰ．基本的方針 

環境基本計画の中間見直しにあたっては、各施策の実施状況や市民の意向など

も踏まえ各重点プロジェクト等について見直しを行う。本計画のなかに内包されてい

る、成田市環境保全率先実行計画（区域施策編）について、ゼロカーボンシティ宣言

などを踏まえ、特に重点的な見直しを行う。区域施策編については、別冊で具体的な

取り組み等を示す計画書を作成し、この別冊の中で気候変動に対する適応策を示す

地域気候変動適応計画についても併せて策定する。 

成田市のゼロカーボンシティ宣言 

令和 2 年 11 月 25 日に 2050 年まで二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す「ゼロカー

ボンシティ宣言」を表明している。 

気候変動対策 ～緩和策と適応策～ 

地球温暖化などの気候変動の対策には、その原因物質である温室効果ガス排出

量を削減する（または植林などによって吸収量を増加させる）「緩和」と、気候変化に

対して自然生態系や社会・経済システムを調整することにより気候変動の悪影響を

軽減する（または気候変動の好影響を増長させる）「適応」の二本柱があります。 

 

気候変動適応とは？（出典：気候変動適応情報プラットフォーム） 



2 

 

Ⅱ.環境基本計画本編の見直し部分 

SDGＳに関する事項を追加、各重点プロジェクトと開発目標をリンクする 

第１章 成田市環境基本計画のあらまし 

６．ＳＤＧｓとの関連（P4 と P5 の間に追加、解説等） 

 

重点プロジェクトⅡ エコライフによる低炭素なまちづくり -成田市環境保全

率先実行計画（区域施策編）- 

 

 

区域施策編バージョンアップのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

重点プロジェクトⅡ（計画
書 54～59 ページ） 

成田市環境保全率先実
行計画（区域施策編） 

重点プロジェクトⅡ 

成田市環境保全率先実行計画（区域

施策編）＋地域気候変動適応計画 

区域施策編＋地域気候変動適応計画 別冊を作成 

環境基本計画 本編は修正し形式は維持 

計画の具体的な取り組みなどは区域施

策編＋地域気候変動適応計画の別冊を

作成し、大幅な内容の充実を図る。 
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１ プロジェクトの目的と重点的取組 

・P54「区域施策編」に加え「地域気候変動適応計画」としての位置付けを追記 

２ プロジェクト推進目標・指標等 

・P55「推進目標・指標等」の数値見直し 

・P55「温室効果ガス排出量の削減目標、基準年と目標年」の見直し 

３ 市の重点的取組 

・P56～P57 見直しに基づいて修正の可能性 

４ 市民・事業者の取組 

・P58 見直しに基づいて修正の可能性 

【参考】 

・P59 は削除⇒区域施策編（別冊）で掲載 

他の重点プロジェクトの見直しの検討 

重点プロジェクトⅠ 生き物・里地里山のふれあいづくり 

 

 

重点プロジェクトⅢ ３Ｒによる循環型まちづくり 

 

 

重点プロジェクトⅣ 環境交流のまちづくり 
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Ⅲ.成田市環境保全率先実行計画（区域施策編）骨子案 

第１章 計画の概要 

１．計画策定の趣旨 

２．計画の位置付け 

（区域施策編、気候変動適応計画、市の施策体系への位置づけ） 

３．計画期間 

 

 

第２章 地球温暖化対策をめぐる動向 

１．気候変動の影響 

２．地球温暖化対策を巡る国際的な動向 

 

気候変動枠組条約締約国会議（COP26） 

（出典：エネ庁 HP あらためて振り返る、「COP26」（前編）～「COP」ってそもそもどんな会議？） 

３．地球温暖化対策を巡る国内の動向 

４．地球温暖化対策を巡る成田市のこれまでの動き 
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第３章 温室効果ガス排出量の推計 

１．対象とする温室効果ガス 

２．温室効果ガス排出量の現況推計・要因分析 

３．温室効果ガス排出量の将来推計・要因分析 

（１）ＢＡＵケース 

（２）対策ケース 

 

第４章 温室効果ガス排出削減目標 

１．国の削減目標（2050 年ゼロカーボン、2030 年▲46%） 

 

２．成田市の削減目標 

（現時点の方針） 

2050 年ゼロカーボンの目標設定を行う。2030 年の中期目標については、国の目

標や本市の将来推計や削減ポテンシャル、市民・事業者の意見などを総合的に踏ま

えながら設定する。 
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第５章 温室効果ガス排出削減等に関する方策（緩和策） 

１．再エネ種類別の導入ポテンシャル 

２．再エネ種類別の現在の導入状況  

 

固定価格買取制度（FIT）による現在の再エネ導入状況 

３．二酸化炭素吸収量（森林吸収量） 

  

林野庁 HP（地球温暖化防止に向けて） 
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４．部門別の削減方策の検討 

（１）産業部門 

（２）民生部門（業務・家庭） 

（３）運輸部門 

（４）一般廃棄物部門 

２．成田市の再生可能エネルギー等の導入目標 

３．成田市の温室効果ガス排出削減目標を達成するための脱炭素シナリオ 

・具体的な取り組み、各部門における削減の指標を示す「脱炭素シナリオ」を作成 

 

第６章 地域気候変動適応計画（適応策） 

１．計画概要（目的、位置付け、期間） 

２．適応策（緑化と水循環、気象災害、高温化への対策、生物環境、農業・事業等） 
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第７章 計画の推進・進行管理 

１．推進体制 

２．進行管理 

Ⅳ.計画見直しの進捗状況 

実施した取り組み 

大学生ワークショップ 

6 月 11 日に国際医療福祉大学生を対象にワークショップを実施。19 名参加。 

 

 

 

   

小中学生アンケート 

市内の市立小中学校に通う小学 5 年生、中学 2 年生を対象に 6～7 月に実施。タ

ブレットを利用した電子回答方式。約 1,900 名からの回答を得た。 

市民・事業者環境意識アンケート調査 

無作為抽出した 16 歳以上の市民 2,000 人、事業者 400 者を対象に環境意識につ

いてのアンケート調査票を送付。7 月末回答期限で実施中。 

今後の取り組み 

市民ワークショップ 

9～10 月にかけて 2 日間に分け、全 4 回開催予定。対象者については、市民環境

意識調査の対象になった方から希望者を募る。 

素案の作成 

9 月中には素案の完成を目指し、次回 11 月開催予定の第 2 回環境審議会にて意

見を照会する予定。 


